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はじめに
本書は、「関西大学博物館自己点検・評価報告書」の2002(平成14)年度から2003(平成15)
年度の報告である。最初に、この報告書を取り纏められた自己点検・評価委員会の米田文孝委員
長及び中谷伸生副委員長、委員諸氏にその労を謝したい。
これまでの自己点検・評価報告は1994年度から1997年度までの 4年度間という変則的な期間を
点検・評価の期間とする第 1回、同じく 1998・99年度を点検・評価対象の期間とする第 2回、2000
・2001年度の第 3回があるが、第2回報告から 2年度を対象とするよう改められた。第 1回、第
2回、第3回の報告では点検分野と項目を検討し、関西大学博物館の設立にいたる経緯、収蔵資
料の特徴を示し、関西大学博物館の理念と目的を明らかにすることを報告の主眼とし、さらに今
後の課題の幾つかを明示していただいている。
この第 1回、第 2回、第 3回の報告を受けて、今回の第4回報告では、大学全体での外部評価
や統一的な自己点検・評価方法に対応した評価を行って頂けたと考える。
自己点検・評価報告書の要諦は、情報公開の下で実態の公表が行われ、各構成員・機構の自己
点検を可能にすることであり、提示された点検・評価と提言をすべての構成員が再検討し、合意
を形成できる場合には、その自己点検・評価に即した改善や改革への方策がとられることになる
ことである。今回の報告書が、その出発点となることを、心から期待するところである。
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平成17年3月31日
関西大学博物館長
高橋隆博
関西大学博物館
館長高橋隆博殿
平成17年2月28日
関西大学博物館
自己点検・評価委員会
委員長 米田文孝
関西大学H己点検・評価に基づく調査報告書（平成14--15年度）の提州について
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規定（平成8年 1月26日制定）の定めると
ころにより、自己点検・評価を行いましたので、ここにその結果をご報告申し上げます。
当委員会は高橋隆博前委員長の館長就任および自己点検・評価委員会委員の任期切れに伴い、
平成16年4月16日に開催された自己点検・評価委員会で発足しました。関西大学博物館自己点検
・評価委員会規定（平成8年 1月26日制定）第3条、第4条、第5条の定めるところにより、中
谷伸生・米田文孝・山口卓也委員の留任および西本昌弘• 熊 博毅・栗生清美委員の新任が承認
されました。併せて、委員の互選により米田文孝委員が委員長に選出され、副委員長は規約に則
して新委員の中から委員長が中谷伸生委員を指名し承認されました。
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規定8条の定めるところにより隔年に自己
点検・評価を行い、その結果を報告書に取り纏めて館長に提出することになっておりますので、
規定7条に掲げる事項について自己点検・評価を行いました。ここに、その結果をご報告申し上
げます。
今期の関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成及び任期は、以下の通りです。
1 . 関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成
委員長米田文孝（規程第3条第 1項第 1号に規定する委員）
副委員長 中谷伸生（規程第3条第 1項第 1号に規定する委員）
委 員西本昌弘（規程第3条第 1項第 1号に規定する委員）
熊 博毅（規程第3条第 1項第2号に規定する委員）
山口 卓也（規程第3条第 1項第3号に規定する委員）
栗生清美（規程第3条第 1項第3号に規定する委員）
任 期平成16年4月1日より平成18年3月31日まで
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（以上）
(8) 関西大学博物館
ア理念と沿革
関西大学博物館は1994年に「博物館法」による博物館相当施設として開館され、ユネスコの中
に組織された国際博物館会議 (ICOM) に規定される理念と、日本国内法である「博物館法」第
2条に規定される目的に準拠して運営されている。具体的には「関西大学博物館規程」第 2条に
「考古学、歴史学、民俗学、美学・美術史、産業技術・技術史、自然科学等の資料ならびに図書等の
収集、整理、保管、展示及び調杏研究活動を行い、大学における教育及び研究の発展のために寄与
することを目的とする」と理念• 目的が明記され、これらを達成するために活動を行っている。
イ施設
関西大学博物館は千里山キャンパス内の簡文館（鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根・地下 1階付
7 階建• 延床面積4,742. 79rri) に設置されている。簡文館は1927年に竣工した旧図書館千里山本
館を、図書館移転後に改装したものであり、博物館は旧開架閲覧室や書庫などを転用して利用し
ている（資料1 施設の概要）。
もともと図書館であったものからの転用であるために、構造上の問題や老朽化の問題などはあ
るが、 2002年度には、利用者の便宜を図るために、考古学等資料室時代からの懸案であった入館
者用化粧室の改装工事や障害者用エレベータ設置工事などを行った。
ウ 博物館の管理運営
関西大学博物館の管理運営は「関西大学博物館規程」に従い、博物館運営委員会（構成は2002
年度の場合、各学部選出委員 8名、学識経験者 5名に加え、学術情報事務局長と博物館事務長の
計15名）によって行われている。また自己点検・評価委員会も設けられており、 2年ごとに「自
己• 点検評価報告書」を作成している。博物館に関する事務は博物館事務室が行い、「博物館規
程細則」により運営されている。
工博物館収蔵の史資料
関西大学博物館が収蔵する史資料の中心は、富民協会農業博物館から関西大学に移管された本
山コレクションである。その後、考古学研究室による発掘調在で得られた資料や購入資料、寄贈
資料などを加えた多彩な史資料で構成されている（資料3 事業 (1)資料等の収集・整理及び
保管）。旧本山コレクションと称される一括品は神田孝平コレクションと呼ばれるものを前身と
しており、伝奈良県天理市渋谷出土の石枕や大阪府国府遺跡出土品一括をはじめとした重要文化
財16点を含む貴重な考古資料である。なお、これらの博物館収蔵の史資料は、博物館運営委員会
の承認を得て、貸し出しもしている。
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オ 博物館の活動と社会貢献
（ア） 収蔵史資料の展示
関西大学博物館は「関西大学博物館規程細則」第 2-4条の規定に従い開館し、入館料無料で
展示公開している。入館者も1994年4月の開館 (1994年度実績は131日開館・入館者3,219人）以
来、着実に増加している。常設展示のほか、春季には次項で述べる企画展を実施している。
（イ） 研究活動と公開講座
関西大学博物館は社会への情報公開•発信の立場から、『関西大学博物館紀要』を年 1 回、彙
報として『肝陵』を年2回発行している。紀要・肝陵とも考古学等資料室時代から継続的に刊行
されており、考古学・美術史など多分野におよぶ論考や資料紹介などが掲載されている。教職員
のみならず次代を担う大学院生にも積極的に発表の機会を与えており、調査研究能力と論文作成
能力を涵養・促進するという教育的効果が高い。いずれも研究機関や研究者に広く無償配布され、
研究成果の速やかな公開・周知を図っている。
また、社会の成熟と価値観の多様化を反映し、成人期・高齢期の人々が求める高度な学問的要
求に、博物館・大学構成員が応える効果的手段のひとつとして公開講座を開催している。この目
的から春季企画展にあわせた公開講座と秋季に多分野に及ぶ博物館関係の研究者を講師とした考
古学入門講座を開催している。特定の課題や話題を呼んだ新発見の遺跡などについて、最新の調
査・研究成果を専門分野の研究者や調査担当者を講師に迎えて実施する。とくに考古学入門講座
は有料にも関わらず、熱心な受講者が多い。
（ウ） 博物館実習・考古学実習などの受け入れ
博物館では、博物館実習や考古学実習などを受け入れている。この博物館実習の集大成として
最も重要視され、受講生による自主的な諸作業の結果を問うものに博物館実習企画展がある。こ
の実習企画展はその開催準備に費やされる時間や規模などの観点から、本学博物館学課程の特色
を示すものとして学外的にも高く評価されている。また、博物館実習展はたびたびマスコミで紹
介されることもあり、一般の参観者も多い。さらに、実習展の必須要素の一つとして作成・配布
を義務づけている実習展図録が、専門研究者の引用・参照文献として採用されるほど充実した内
容に到達した事例もあり、その教育効果は多大であると認められる。その他、博物館展示室や収
蔵品が学部・大学院の導入授業や専門演習などに利用される機会も多く、多様な形態で大学教育
に活用されている。
（エ） 義務教育支援
2003年度からは、関西大学博物館と高大連携推進事務室とが連携し、博物館学課程担当の教職
員が協力して「関西大学なんでも相談会」を夏季休暇中に開催している。この相談会は地域に開
かれた社会教育施設として、小学校児童や中学校生徒の夏季学習や総合学習に対する義務教育へ
の支援活動の一環として行われるものであり、本学博物館の展示・収蔵資料を有効活用するとと
もに、大学教職員（学芸員）の調査研究の成果を社会に還元することも目的としている。あわせ
て、将来、博物館学芸員職・研究職に就くことを希望する博物館実習受講生のインターン・シップ
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の役割も兼ねている。期間中27組の相談者があり、大学博物館に対する期待度の高さが示された。
また、中学校の総合学習や高大連携事業の一環として、考古学・歴史学の学習に意欲を示す高校
生への情報発信や導入教育の場として博物館施設が活用される機会が増え、また教員・学芸員が
それに関与する機会も増えていることから、今後この分野での活動も重要性を増すと考えられる。
【点検・評価と将来の改善に向けた方策】
関西大学博物館は、大学当局の理解・支援を受けながら、限られた物的・人的資源を創意工夫
・活用し、その設立理念と目的を達成するべく努力している。これらのなかには、すでに高い社
会的評価を得たり教育効果を上げたりしている成果もある。一方、早急に改善が望まれる問題点
もある。主なものとしては①収蔵品のデジタル画像化に関する問題，②展示ケースの免震化に関
する問題，③全学的な史資料の保全に関する問題があげられる。
（ア） 収蔵品のデジタル画像化に関する問題
地域の文化振興を目的とした自治省（現総務省）のハイビジョン・ミュージアム構想などを受
けて，現在多くの博物館では展示資料のデジタル画像化とホームページでの公開が進められつつ
ある。このハイビジョン・ミュージアム構想はハイビジョン静止画による美術鑑賞システムの普
及促進を図るもので，対象は美術品や歴史的史資料などはいうまでもなく，写真や祭りの記録な
ど多岐に及ぶ。また，それらの収蔵品をはじめとした広範な史資料を画像や音声，動画データな
どにデジタル化・蓄積したものがデジタル・アーカイヴである。
このデジタル・アーカイヴをインターネットやイントラネットなどで発信すると，ネットワー
ク上のミュージアム，すなわちデジタル・ミュージアムになる。さらに，分散して構築されたデ
ジタル・ミュージアム相互が接続されると，ー地域や個々の施設を超越した全国規模のデジタル
・ミュージアムを構築することが可能になり，文化遺産を後世に伝える有力な手段にすることが
できる。
この試みは広島県立美術館や和泉市久保惣記念美術館のような既存施設はもとより，教育委員
会をはじめとした地方公共団体などでも積極的に行われており，総務省・文部科学省・経済産業
省・国土交通省が幅広く支援する地域文化デジタル化推進協議会を中心に取り組まれている。な
お， 2004(平成16)年度現在，この協議会には地方公共団体や美術館など544団体の普通会員と，
関連機器メーカーやコンテンツメーカーなど32団体の賛助会員が参加している。
このような社会情勢を鑑み，関西大学博物館においてもデジタル・ミュージアムを構築する第
一歩として，考古学資料をはじめとした貴重かつ豊富な史資料のデジタル・アーカイヴ化作業を
進める必要がある。そのため，必要な要員や経費などについて，充分な手当が求められる。
（イ） 展示ケースの免震化に関する問題
1995 (平成7)年1月の阪神大震災では，兵庫県立近代美術館や神戸市立博物館などが長期間
に及んで閉館せざるを得ない状況に追い込まれ，出光美術館では展示ケースの倒壊により収蔵品
が大破した。関西大学博物館でも展示ケース内の展示物が転落し，破損したり損傷したりするな
どの被害を受けた。それから10年，各地の博物館や美術館では大規模な災害発生に対する危機管
理意識が向上し，対策がとられてきた。
-58-
例えば，東海地震の影響が心配される岐阜県多治見市に2002(平成14)年10月に開設された複
合施設セラミックパーク MINO内にある岐阜県現代陶芸美術館では，並進振子免震システムを
採用して展示品を保護している。また，東京国立西洋美術館ではロダンの「地獄の門」をはじめ
とした前庭にある彫刻 6点の台座に免震装置の取り付け工事を施した。また，江戸東京博物館や
九州国立博物館，建設中の国立新美術館では建物自体に制震装置を導入している。
さて，関西大学博物館は建築後数十年が経過している旧図書館を転用しており，閲覧室として
設計された天井高のある構造や，著名建築家によるデザインを優先した形態などからも耐震性は
低いと想定できる。特に，展示室には旧図書館の閲覧室（第一展示室）と開架閲覧室（第二展示
室）を利用しており、本来的に学術標本資料を展示する目的には不都合な面がある。とはいえ，
建物自体の基礎部分を掘削して積層ゴム方式をはじめとした免震構法を施工したり建物自体の耐
震性を高める制振壁で補強したりするには，費用面をはじめ検討すべき課題が山積しており，に
わかには実施しがたいのも実際である。
しかし，国府遺跡出土品をはじめとした重要文化財を保管・展示しているという厳然たる事実
も看過しがたい。この場合，現在は展示ケース 3台に収まっている重要文化財だけでも，免震ケ
ースに収納あるいは展示ケースを免震床上に配置するという対策を講じる必要がある。 2004年の
中越地震の教訓から，免雲装置も直下型の縦揺れにはあまり効果が期待できないという事実も視
野にしつつ，重要文化財の保管を負託されている数少ない大学として，偏心ローラー支承方式や
スライド支承方式などによる免震ケースや部分的な免震床の設置を早急に検討すべきである。
（ウ） 全学的な史資料の保全に関する問題
関西大学博物館は旧図書館の本館を転用しているため、 1994(平成 6)年に考古学等資料室か
ら博物館相当施設に昇格するにあたり、博物館の心臓部ともいえる収蔵庫が最優先改善項目とさ
れたように、施設面をはじめとして基本的要件を満たしていない部分もある。しかし、関西大学
のシンボルともいえる伝統と風格のある施設（旧図書館）を活用していち早く大学博物館を設置
したことや、全国の大学博物館相当施設の中でも有数な規模をもつことなど、学内外から高く評
価されている点もある。これはその実現に努力した大学当局や関係教職員の理解と努力の結果で
ある。
ところで、関西大学博物館の歴史は、その実態として文学部との関連が深い本山コレクション
を中心とした考古学等資料室・博物館の歴史である。このような事情は必ずしも本学に特徴的な
ものではなく、各大学の資料館や博物館はその歴史的な経緯や大学の性格が色濃く反映されてい
ることも事実である。このような問題点を解消するため、伝統がある各大学では全学的な総合博
物館の実現に向けて構想委員会などが設立されて検討されてきたが、財政的な問題をはじめとし
てその歩みは遅々としていた。
1995 (平成 7)年、当時の文部省学術審議会が「ユニバーシティー・ミュージアムの設置につ
いて一学術標本の収集、保存・活用体制の在り方についてー」の中間報告、引き続き翌年 1月に
最終答申を提出した。これに触発されて、同年4月に東京大学総合研究資料館が同研究博物館に
転換し、さらに翌1997(平成 9)年には，従来の京都大学文学部博物館が自然史系も含めた総合
博物館として発足したように、有力大学は同答申の実現に努力しつつある。
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このような現状を勘案した場合、関西大学博物館はその設立時期では先行したものの、その内
容を実体化させる各学部や研究所、教職員などが組織•個人単位で蓄積した「知の文化遺産＝人
類の財産」を必ずしも有効活用しているとはいえない状態にある。いうまでもなく大学博物館の
第一義的な目的は．使命は、その大学で行われてきた調査研究の過程で収集された標本や史資料
などを系統的に保管・管理して活用をはかるとともに、その研究成果を広く展示公開することに
ある。また、社会に開かれた大学の重要な窓口のひとつとして、大学博物館は学生・研究者のみ
ならず、老若男女を問わず一般市民が貴重な資料を直接目にして調査研究の楽しさを実感する生
涯学習の場としても重要な意義がある。
以上のような観点から、本学における研究活動の特色のひとつである実践的な野外活動で獲得
された諸資料の保全と有効活用をはじめ、関西大学博物館を名実ともに先進•総合的な大学博物
館とするため、その第一歩として急速に散逸しつつある学術史資料の保全に関する全額的な検討
委員会を設立し、大学博物館の社会的使命の実現に着手することが重要である。これを通じて、
学術遺産の保全と学術水準の維持• 向上はもとより、生涯学習の実施・支援など社会に開かれた
情報発信基地として関西大学博物館の価値をさらに高めることができよう。さらに、本学博物館
を拠点に学芸員とともに調査研究を推進し、その成果を社会に発信する全学的な研究員組織の整
備も望まれる。現状でもかなりの成果を上げているとはいえ、調査研究のいっそうの充実のため
に客員研究員の招へい制度の導入などについても議論が必要であろう。
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1 施設の概要
(1) 簡文館の概要
ア構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根 地下 1階付7階建
イ 建築面積 1, 2 7 0. 2 4面
ウ延面積 4, 7 4 2. 7 9面
(2) 博物館部分の床面積
ア展示室 第 1展示室 261. 88ni 
第2展示室 353. 36rrl 
計 615. 24rri 
イ 収蔵庫 1 階 2 4 7 . 7 6面
2 階 216. 16rrl 
3 階 2 4 8. 7 5面
4 階 2 8 7 . 5 9面
計 1, 000. 26rrl 
ウ 実習室 9 3. 1 2面
工図書室 4 2 . 9 1面
オ館長室 28. 61ni 
力 事務室 124. 08rrl 
キその他 30. 70ni 
ク 博物館延床総面積 1, 934. 92面
(3) 施設の平面図（後掲）
2 組織
(1)博物館運営委員会委員（平成14年度～平成15年度）
選出母体（所属） 氏名 任期
博物館長文学部教授 高橋隆博 14.4.1~16.3.31 
法学部教授 市川訓敏 14.4.1-16.3.31 
文学部教授 中谷伸生 14.4.1--16.3.31 
学部 経済学部教授 竹下公視 14.4.1~15.9.30 
経済学部教授 北原聡 15.10.1~16.3.31 
選出 商学部教授 三上宏美 14.4.1~16.3.31 
社会学部 熊野健 14.4.1~16.3.31 
総合情報学部助教授北島治 14. 4. 1--16. 3. 31 
工学部教授 豊福俊英 14.4.1~16.3.31 
大学院 社会学部教授 植條則夫 14.4.1,.._,16.3.31 
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学識 文学部教授 藤善真澄 14.4.1~16.3.31 
経験者 文学部教授 米田文孝 14.4.1~16.3.31 
名誉教授 網干善教 14.4.1~16.3.31 
学術情報事務局長 松原克彦 14.4.1-16.3.31 
博物館事務局長 塚本卓也 14. 4. 1---16. 3. 31 
(2)博物館自己点検・評価委員会委員（平成12年度～平成13年度）
委員長 文学部教授 米田文孝 14. 4. 1---16. 3. 31 
副委員長文学部教授 中谷伸正 14.4.1~16.3.31 
文学部教授 西本昌弘 14.4.1~16.3.31 
博物館事務長 塚本卓也 14.4.1~16.3.31 
博物館事務室学芸員 山口卓也 14.4.1~16.3.31 
博物館事務室学芸員 栗生清美 14.4.1------16.3.31 
(3)博物館
館員 〇印は学芸員
平成14年度 平成15年度
館長 高橋隆博〇 高橋隆博〇
事務長 塚本卓也 塚本卓也
山口卓也〇 山口卓也〇
栗生清美〇 栗生清美〇
定時職員 3名 3名
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3 事業
(1)資料の収集・整理及び保管
ア 収蔵資料数 (2003年現在）
＼ 種別 実物 標本 模写
絵 画 15 
彫 刻
工 芸 品 253 
書籍・典籍・文書 2,137 
考古資料 1,531 
民俗文化財 207 
産業史資料 ， 
自然科学資料 350 
辞書等
---------------------------------------
図書 図録
---------------------------------------
紀要
ムロ 計 4,137 350 15 
模型
1 
2 
48 
7 
---------
---------
58 
（注） 1 一括資料を一点として計上したものを含む。
2 未整理資料は除く。
ィ 指定文化財数
図書 図表
1 
516 
------------------
1,672 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ---------
2,270 
4,458 1 
（ア）重要文化財 16点（附6点を含む）
石枕 1 伝奈良県天理市柳本
写真
47 
----------
----------
47 
決状耳飾 6 大阪府藤井寺市国府遺跡
丸玉 1 同上
鉢形縄文土器 1 同上
高杯型土器 1 同上
籠型土器 1 同上
銅鏃 5 同上
（附）縄文土器残欠 6 同上
（イ）重要美術品 12点
銅鐸 4点大阪府四条畷市他
鶏形埴輪 1点 愛媛県大洲市南久米
石人頭部 1点福岡県八女市吉田
石靭上半部 1点同上
銅製壺鐙 1点出土地不詳
平形銅剣 1点愛媛県新居浜市
鋳銭資料 一括 山口県豊浦郡長府
鹿角製刀装具 2点福岡県糸島郡雷山古墳
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映像 音響 その他 合計
15 
1 
21 276 
2,137 
1,627 
214 ， 
350 
図書
---------------------------
---------------------------
21 ゜0 9,087 
ウ 収蔵資料の充実
年度 資料 備考
平成14年度 紺糸威菱綴桶側二枚胴具足一領 濱本正女氏寄贈
（頭形冑．頬当・袖・籠手・脇当・具足櫃付き）
灰釉獣耳大壺 購入
青白磁縞文長頸瓶 購入
白磁龍耳瓶 購入
白釉鉄絵兎文瓶 購入
青花宝相華文瓶 購入
高松塚石室模型（原寸大） 購入
決状耳飾レプリカ作成 2点
平成15年度 五彩羅漢図皿 購入
三彩刻芍薬文双耳壺 購入
白掻き落とし牡丹文陶枕 購入
江西大墓四神図 購入
決状耳飾レプリカ作成 2点
(2)資料等の展示及び公開
ア 展示資料数（常設展示•本山資料のみ）
（ア）第 1 展示室（縄文• 弥生・古墳時代資料） 1,770点
（イ）第2展示室（歴史時代・外国資料） 106点
（ウ）合計 1,876点
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イ 開館日数・入館者数
月
1999 2000 2001 
開館日数入館者数 開館日数入館者数 開館H数入館者数
4 25 699 24 809 23 799 
5 22 1,911 21 1,368 22 1,241 
6 20 408 19 180 20 253 
7 17 440 18 342 18 1,043 
8 3' 76 5 459 6 730 ， 7 129 10 160 7 120 
10 18 208 23 324 22 138 
11 18 659 18 845 21 689 
12 14 186 17 99 17 82 
1 12 51 13 46 13 292 
2 10 17 11 39 10 65 
3 17 56 15 110 20 550 
計 183 4,840 194 4,781 199 6,002 
(3)調査研究活動ならびにその発表と出版
2002年度
書名 号数 刊行回数 執筆者数
肝陵
第45号 1 6 
第46号 1 7 
関西大学博物館紀要 第9号 1 10 
2003年度
書名 号数 刊行回数 執筆者数
肝陵
第47号 1 6 
第48号 1 6 
関西大学博物館紀要 第10号 1 28 
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2002 2003 
開館日数入館者数 開館8数入館者数
24 718 25 810 
23 1,614 23 1,497 
20 331 19 226 
19 1,278 23 1,501 
1 547 3 633 
7 355 8 177 
19 420 18 669 
18 501 18 1,052 
14 175 13 123 
12 71 14 106 
11 28 13 107 
17 419 16 536 
185 6,457 193 7,437 
頁数 発行部数 発行年月日
16 1,600 14. 9.30 
16 1,600 15. 3.31 
323 800 15. 3.31 
頁数 発行部数 発行年月日
16 1,600 15. 9.30 
16 1,600 16. 3. 31 
457 800 16. 3.31 
(4)講演会、講習会、研究会及び展示会の開催
ア「考古学入門講座」の開催
第13回 東アジアの「よろい」と「かぶと」
回 開催日 演 題 講 師
1 
14.10.26 東アジアの「よろい」 名誉教授•飛鳥文化研究所長
（土） と「かぶと」 網干善教
14.11. 2 朝鮮半島の「よろい」
大阪市文化財協会
2 
（土） と「かぶと」
調査研究部第2係長
高橋工
3 
14.11. 9 中国の「よろい」と「か 奈良文化女子短期大学
（土） ぶと」 助教授 来村多加史
4 
14.11. 16 古墳時代の「よろい」 御所市教育委員会学芸員
（土） と「かぶと」 藤田和尊
5 
14. 11. 23 平安時代以降の「よろ 奈良県立美術館館長
（土） い」と「かぶと」 宮崎隆旨
第14回 壁画の世界一古墳から寺院まで一
回 開催日 演 題 講 師
1 
15.11. 1 
装飾古墳と壁画古墳
名誉教授・飛鳥文化研究所長
（土） 網干善教
2 
15. 1. 8 
中国西域の壁画
文学部教授
（土） 米田文孝
3 
15.11. 15 
中国唐代の壁画
奈良文化女子短期大学
（土） 助教授来村多加史
大阪市文化財協会
4 
15.11. 22 
高句麗の壁画 調査研究部第2係長（土）
高橋 工
5 
15.11. 29 
日本の仏教壁画
文学部教授
（土） 山岡泰造
イ『博物館講座』の開催
年度 日 時 場 所 内 グ合
「インド・パキスタンの古代都市
参加者数
147 
123 
116 
114 
87 
参加者数
216 
182 
180 
178 
151 
4月21日
新関西大学会館 —都市と村の暮らし～古代から現代へ～ー」2001 （土）
1階ホール 講演者：文学部助教授 米田文孝13時～
関西大学大学院 上杉彰紀
4月27日 「高松塚古墳壁画発掘、その日とその後」
2002 （土）
尚文館2F 講演者：吹田市立博物館学芸主幹
生涯学習講義室 藤原 学13時～
芦屋市教育委員会技師 森岡秀人
5月178 尚文館 IF
2003 （土）
マルチメデイア 「東アジアの壁画古墳」
AV 講演者：関西大学名誉教授 網干善教13時30分～
大教室
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会場
天六
キャンパス
309教室
ム云 場
天六
キャンパス
309教室
参加者数
50名
50名
148名
ウ「なんでも相談会」の開催
名 称 ：関西大学博物館なんでも相談会
相談者 ：期間中 27組の相談者があり（代表相談者の構成）
男女： 男 12 女 15 
世代： 幼 3 小 2 中 1 高 1 父母 1 
一般• その他 19 
情報： 新聞 3 ラジオ・テレビ 5 学校 6 
知り合い 3 その他 3 
相談内容：書軸物伝坂本龍馬書漢詩軸物漆塗木椀瀬戸花器椀
青磁花瓶扁額お歯黒染用漆器茶道用軸
おんじょうかち（彦根藩） 版画 和本
和絵・軸物 茶碗
飛鳥の踏査について 藤原京について
博物館収蔵資料石臼
博物館が見たい
埋蔵文化財の発掘調在についての費用負担など
星砂 ネックレスの石
蛍のおしりの光蝉の鳴き声 カエルの毒について
トンボのヤゴが水中にいるわけ 蝶の鱗粉の色
マイマイカブリが虫を食べないわけ
オタマジャクシの成長について 毒を持つ蛾蝉の種類
カミキリムシの噛みつき
大型脊椎骨化石
相談対応スタッフ
：関西大学博物館学課程専任教員・非常勤講師
関西大学博物館学芸員
関西大学大学院生 学部学生
期間： 8月25日（月） -26日（火） 10時-16時
開催場所：関西大学博物館 なんでも相談会会場
主 催 ：関西大学博物館 ＊関西大学高大連携推進事業
工企画展の開催
平成14年度企画展「明日香・大和と関西大学の考古学一高松塚古墳発掘30周年一」の開
催
日時 4月8日から 5月18日まで開催
特別開館日の 4月9日と 5月19日をあわせて、期間中約2,000名の入館者があった。
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企画展開催による博物館講座「高松塚古墳壁画発掘、その日とその後」の開講
日時 平成14年4月27日（土） 場所 「尚文館」生涯学習講義室
講師藤原学吹田市立博物館
森岡秀人竹村忠洋芦屋市教育委員会
平成15年度企画展「東アジアの壁画古墳」の開催
日時 平成15年4月8日から 5月17日まで開催
特別開館日の 4月9日と 5月18日をあわせて、期間中約2,000名の入館者があった。
企画展開催による博物館講座「東アジアの壁画古墳」の開講
日時 平成13年4月21日（土） 場所 「尚文館」 AV大教室
講師網干善教関西大学名誉教授
聴講者： 148名
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(5)その他の事業
ア 資料の利用状況
2002年
件;------9
資 料 貸 出
写 真 等 貸 出
2002年度
貸出H 貸出先機関名
～ 大阪狭山市郷土資料
2003.3.31 館（継続）
奈良県立橿原考古学
～ 
研究所
2003.3.31 附属博物館（継続）
2002.4.1 秋田県鹿角市先人顕
～ 彰館
2003.3.31 （継続）
2002.4.18 朝日新聞社出版局
奈良県立橿原考古学
2002.5.23 研究所
附属博物館
大学 博物館 個人 その他 合計
゜ 5 ゜ ゜ 5 ゜ 2 ゜ 5 7 
貸出物品名 点数 冒 使用目的・展示会名
須恵器他 109 貫展ホ． 常設展示
川原寺裏山遺跡出土 喜景3 常設展方形三尊佛
内藤湖南関係資料
筆 7 
腕枕 1 
文鎮 1 
策刻用具 1 
張り子の虎 1 
喜繋旅行鞄 1 常設展示
背広（三揃え） 1 
背広（上下） 1 
帽子 1 
ネクタイ 1 
硯（楕円形） 1 
文具セット 1 
北白川下層式鉢形土器 1 賃塁『週間朝日百科日本の歴史』
谷畑古墳
! 載
秋季特別展
内行花文鏡 1 
賃 「政権交代筒形銅器 1 ―古墳時代前期後
石釧 2 半のヤマトー」
：：：：：角板革綴短甲復元品 1 
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貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数 冒 使用目的・展示会名
大塚山古墳変形神獣鏡 1 『考古資料大観
（伝）渋谷向山古墳石枕 1 第5巻弥生・古
鍬型石 1 墳時代鏡』
琴柱型石製品 1 『考古資料大観
（伝）吉島古墳方格規 1 第9巻弥生・古
矩鏡 墳時代石器•石製
谷畑古墳六弧内行花文 1 品・骨角器J
鏡
珠金塚古墳
環状乳神三獣鏡 1 
倣製方格規矩鏡 1 
変形四獣形鏡 1 
珠金塚古墳南榔
2002.6.6 小学館 勾玉（翡翠） 1 図鷹棗至（翡翠） 1 
管玉(GT) 1 
管玉（滑石） 1 
勾玉（滑石） 1 
斜縁四獣形鏡 1 
盾塚古墳
変形六獣鏡 1 
勾玉（碧玉 ・GT) 1 
棗玉（翡翠•碧 1 
玉）
管玉(GT) 1 
鞍塚古墳
方格規矩鏡 1 
三角縁神獣鏡 1 
賃贋
『日本の時代史7
2002.6.17 吉川弘文館 両当系礼甲（復元） 1 院政の展開と内
乱』
濃緑羽二重地屏風文様 特別展示
染繍振袖 1 「一羽間家伝来一
茶緬子地籠に秋草雁文 明治の小袖」
2002.9.20 
大阪歴史博物館
様染繍振袖 1 貫景---10. 28 萌葱緒子地絵本散文様
染繍小袖 1 
憲法縞子地八ツ橋文様
染繍小袖 1 
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貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数 冒 使用目的・展示会名
2002.11.13 味学習研究社
鉄横矧鋲留短甲（模造） 1 賃塁『決定版図説甲鉄小札革威胴丸型桂甲 1 冑名品集（仮）』
2003.1.13 
佐紀陵山古墳出土蓋形 i >載 企画展示国立歴史民俗博物館 埴輪 「はにわー形と心-3. 31 （複製品） 1 -」
国府遺跡
>面I 載
特別企画展
2003. 1. 28 
徳島市教育委員会
状耳飾 1 「ヒスイに魅せら
-2. 21 状耳飾の実測図 1 れてー縄文から弥
生ヘー」
合計利用件数 11件 合計利用資料数 167件
2003年
件~三 大学 博物館 個人 その他 合計
資 料 貸 出 ゜ 7 ゜ ゜ 7 写 真 等 貸 出 ゜ 4 ゜ 1 5 ＊資料貸出状況（詳細）
貸出期間 貸出先機関名 貸出物品名 点数 種 類 使用目的・展示会名
~2004年 大阪狭山市郷土 須恵器他 109 資料 i! 展示 常設展示
3月31日 資料館（継続）
~2004年 奈良県立橿原考 川原寺裏山遺跡出土 資料 展示 常設展示
3月31日 古学研究所附属 方形三尊塘仏 3 
博物館（継続）
~2004年 秋田県鹿角市先 内藤湖南関係資料 資料 展示 常設展示
3月31日 人顕彰館（継 筆 7 
続） 腕枕 1 
文鎮 1 
策刻用具 1 
張り子の虎 1 
旅行鞄 1 
背広（三揃え） 1 
背広（上下） 1 
帽子 1 
ネクタイ 3 
硯（楕円形） 1 
文具セット 1 
-72-
貸出期間 貸出先機関名 貸出物品名 点数 種 類 使用目的・展示会名
5月20日 小学館 四条畷市出土 写真 掲載 『考古資料大観
銅鐸 2 第6巻弥生・古墳
出土地不詳 時代青銅・ガラス製
銅鐸 1 品』
新居浜市出土 『考古資料大観
平形銅剣 1 第7巻弥生・古墳
田熊仲尾出土 時代鉄・金銅製品」
細形銅剣 1 
上八遺跡
中細形銅剣 1 
鐘形杏古墳葉 1 
椒浜
竪矧板鋲留冑蒙 1 
古鉢形冑•桂甲
天狗山古墳 1 
桂甲（復元）
鞍塚古墳 1 
轡 2 
木心鉄板張輪鐙 1 
鞍金具前輪 1 
鞍金具後輪 2 
鉄鏃（柳葉式） 1 
鉄鏃（片刃式） 2 
鉄鏃（長頚長三 1 
角形式）
鉄鏃（長頚片刃 1 
式）
円照寺墓山 1号墳 3 
菱形小札鋲留眉 2 
庇付冑
珠金塚古墳南榔 3 
鉄鏃（柳刃式）
鉄鏃（長頚長三 4 
角形式） 1 
珠金塚古墳北榔 1 
鉄鏃（長頚長三 1 
角形式） 1 
盾塚古墳 1 
鉄鏃（柳葉式） 1 
鉄鏃（二段有逆 1 
柳葉式）
鉄鏃（腸挟柳葉
式）
鉄鏃（長頸片刃
式）
鉄鏃（長頸腸扶
長三角形式）
鉄鏃（長頸長三
角形式）
鉄鏃（長頸三角
形式）
鉄鏃（長頸堅頭
式）
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貸出期間 貸出先機関名 貸出物品名 点数 種 類 使用目的・展示会名
7月16日～ 美原町立みはら 盾塚古墳 資料 展示 企画展示
9月12日 歴史博物館 変形六角獣鏡 1 「黒姫山古墳とその
筒形銅器 1 時代～古市古墳群の
勾玉（碧玉製） 6 小規模古墳」
珠金塚古墳北榔
画文帯環状乳神 1 
獣鏡
方格規矩鏡 1 
蕨手刀子 4 
珠金塚古墳南榔
斜縁四獣鏡 1 
四獣形鏡 1 
勾玉（翡翠製） 5 
ガラス玉一連 1 
鉄剣（鹿角装） 1 
小札鋲留衝角付
申同 1 
鞍塚古墳
方格規矩鏡 1 
勾玉（緑色凝灰
岩製） 4 
三角板鋲留式衝
角付冑 1 
盾塚・鞍塚・珠金塚 写真 掲載
古墳 図面
位置図・出土状況・
出土資料写真等 28 
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貸出期間 貸出先機関名 貸出物品名 点数 種 類 使用目的・展示会名
7月2日～ 柏原市立歴史資 玉手山 4号墳 資料 展示 企画展示
9月10日 料館 勾玉（硬玉製） 1 「玉手山古墳群を探
管玉（碧玉製） 1 る」
紡錘車 1 
玉手山 6号墳西石室
管玉（硬玉製） 1 
管玉（碧玉製） 24 
玉手山 6号墳西石室
勾玉（硬玉製） 3 
管玉（碧玉製） 4 
玉手山 7号墳
合子（滑石製） 1 
玉手山10号墳
勾玉（硬玉製） 5 
勾玉（滑石製） 18 
管玉（碧玉製） 29 
銅鏃 6 
鉄鏃 3 
10月2日～ 大阪府立近つ飛 高松塚古墳石榔実物 1 資料展示 企画展示
12月12日 鳥博物館 大模型 1 「壁画古墳の流れ一
高松塚古墳壁画写真 1 高松塚とキトラー」
パネル
高句麗江西大墓石室
実物大模型
8月18日～ 香川県歴史博物 鉄三角板革綴衝角付 1 写真展示 部門展示
12月12日 館 冑・短甲・装具 掲載 「祖禰みずから甲冑
i 
をつらぬき」展解説
10月2日～ 吉野歴史資料館 鉄三角板革綴衝角付 1 資料！展示 特別陳列展示
11月28日 冑・短甲・装具 3 写真掲載 「復元古代の軍
甲冑部分 装」
12月1日 （財）元興寺文 保存処理をした金属 50 写真 掲載 平成12~15年度
化財研究所 器類 文部科学省科学研究
費補助金
基盤研究(A)
研究課題報告書
『保存処理後遺物の
経年調査』
合計利用件数 10件 合計利用資料数 386点
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＊資料利用状況 (2002年度）
利用日 利用者 利用物品名 利用内容 利用目的
2002. 11. 6 京都大学大学院生
北玉山・盾塚・鞍塚・珠金塚 資料調査
論文作成
I古墳出土の玉類 写真撮影
2002. 11. 12 早稲田大学大学院生
鍋塚古墳出土品 資料調査
論文作成
滑石製品 写真撮影
2002. 11. 14 
群馬県埋蔵文化財 盾家・鞍塚・珠金塚出土 資料調査
調査研究
調査事業団専門員 鉄鏃 写真撮影
2003. 2. 17 
和歌山県教育庁文化財課
河原寺裏山遺跡跡出土塑像 資料調査 調査研究
世界遺産登録推進室
2003. 2. 17 大津市歴史博物館学芸員
河原寺裏山遺跡跡出土 資料調査
調査研究塑像断片• 佛 写真撮影
2003. 2. 17 大阪大学大学院助教授
河原寺裏山遺跡跡出土 資料調査
調査研究
塑像 写真撮影
＊資料利用状況 (2003年度）
利用日 利用者 利用物品名 利用内容 利用目的
2003年
植木町教育委員会
資料調究
6月6日 本山資料石臼•石杵 計 測 論文作成
10月25日 学芸員 写真撮影
6月17日 京都大学大学院生 鞍塚古墳出土馬具 資料調査 論文作成
写真撮影
11月14日 パリノ・サーヴェイ（株） 沖縄県下・台湾出土石器 資料調在 調査研究
研究員
10月18日 （財）元興寺文化財研究所 台湾の民族資料・考古資料 資料調査 調査研究
研究員
2004年
大韓民国
資料調査
1月15日 国立慶州博物館 本山資料朝鮮半島資料 写真撮影 調査研究学芸研究士
奈良県橿原考古学研究所
資料調査
1月17日 堺大塚古墳出土鉄鏡 計 測 調在研究総括研究員
写真撮影
1月19日 行田市郷土博物館 熊谷市上中条出土 資料調杏 調査研究
学芸員 人物埴輪頭部 写真撮影
3月5日 南串山町教育委員会 本山資料 No.1062・976・ 計 測 資料調査学芸員 974 
横浜市歴史博物館
鞍塚古墳出土 実 見
3月16日 短甲• 肩甲．頸甲 計 測 資料調査学芸員
珠金塚古墳出土短甲 写真撮影
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イ 博物館実習の受け入れ
2002年
学 部 4年次 3年次 計 大学院
科目等 学芸員
入目 計
履修生 コー ス
文 28 47 75 
法 3 ゜ 3 経 ゜ ゜ ゜商 1 ゜ 1 社会 2 ゜ 2 
7 4 1 101 
工 1 ゜ 1 第2部 6 1 7 
合計 41 48 89 
2003年
足子 部 4年次 3年次 計 大学院
科目等 学芸員
ムロ 計
履修生 コー ス
文 15 59 74 
法 ゜ ゜ ゜経 3 1 4 
商 ゜ ゜ ゜ 10 3 ゜ 102 社会 1 1 2 工 ゜ ゜ ゜第2部 5 4 ， 
合計 24 65 89 
＊考古学実習受入数
年度 4年次 3年次 2年次 1年次 他学部 合計
2003 5 6 ゜ 20 経 2 33 2002 ， 7 ゜ 122 ゜138 2001 4 16 ゜ 39 社 2 61 
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4 規程
関西大学博物館規程
制定平成 6年1月28日
（設置）
第 1条 関西大学学則第65条の 2の規定に基づき、関西大学に関西大学博物館（以下「博物館」
という。）を置く。
（目的）
第2条 博物館は、考古学、歴史学、民俗学、美学・美術史、産業技術・技術史、自然科学等の
資料並びに図書等（以下「資料等」という。）の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動
を行い、大学における教育及び研究の発展のために寄与することを目的とする。
（事業）
第3条博物館は、前条に規定する目的を達成するため、次の事業を行う。
(1) 資料等の収集、整理及び保管に関すること。
(2) 資料等の展示及び公開に関すること。
(3) 調査研究活動に関すること。
(4) 調査研究の発表及び出版に関すること。
(5) 講演会、講習会、研究会及び展示会の開催に関すること。
(6) その他必要な事業に関すること。
（職員）
第4条博物館に次の職員を置く。
(1) 館長
(2) 学芸員
(3) 事務職員
2 学芸員は、専任職員をもって充てる。
（館長）
第5条館長は、博物館を代表し、博物館の業務を統括する。
2 館長は、学長の推薦により理事会が任命する。
3 館長の任期は 3年とし、再任を妨げない。
4 館長が欠けたときは、補充しなければならない。この場合において、その任期は、前任者
の残任期間とする。
（学芸員）
第6条 学芸員は、博物館資料の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動その他これらに関連
する業務を行う。
（運営委員会）
第 7条 博物館の管理運営に必要な事項を審議するため、博物館運営委員会（以下「委員会」と
いう。）を置く。
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（委員会の構成）
第8条委員会は、次の者をもって構成する。
(1) 館長
(2) 各学部及び大学院から選出された専任教育職員 各 1名
(3) 学術情報事務局長及び博物館事務長
2 委員会は、前項に規定する委員のほか、学識経験者若干名を加えることができる。学識経
験者の委嘱は、学長が行う。
3 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。
（委員の任期）
第9条委員（館長を除く。）の任期は 2年とし、再任を妨げない。
2 前条第 1項第 1号及び第3号に規定する委員の任期は、その在任中とする。
3 前条第 1項第2号に規定する委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この
場合において、その任期は、前任者の残任期間とする。
（委員会の運営）
第10条委員会に委員長を置き、館長が当たる。
2 委員会は、必要に応じて委員長が招集し、議長となる。
3 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、出席委員の過半数の同意をもって決する。
（委員会の審議事項）
第1条委員会は、次の事項を審議する。
(1) 資料等の収集、整理及び保管に関する事項
(2) 博物館の管理運営に関する事項
(3) 調査研究活動に関する事項
(4) 博物館実習に関する事項
(5) 博物館の予算に関する事項
(6) その他必要な事業に関する事項
（自己点検・評価委員会）
第12条 博物館に関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「自己点検・評価委員会」という。）
を置く。
2 自己点検・評価委員会は、博物館に関する事業の管理及び運営について自己点検・評価を
行う。
3 自己点検・評価委員会に関する規程は、別に定める。
（事務）
第13条博物館に関する事務は、博物館事務室が行う。
（細則）
第14条 この規程に定めるもののほか、博物館の管理運営上必要な事項は、関西大学博物館規程
細則において規定する。
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附則
1 この規程は、平成 6年4月1日から施行する。
2 関西大学考古学等資料室規程（昭和50年10月1日制定）は、廃止する。
附則
この規程（改正）は、平成 8年4月1日から施行する。
附則
この規程（改正）は、平成13年4月1日から施行する。
附則
この規程（改正）は、平成14年4月1日から施行する。
附則
この規程（改正）は、平成15年4月1日から施行する。
附則
1 この規程（改正）は、平成16年4月1日から施行する。
2 この規程（改正）施行後最初に第 5条第2項の規定により選出される博物館長の任期は、
第5条第 3項の規定にかかわらず平成18年9月30日までとする。
関西大学博物館規程細則
制定平成 6年 1月28日
（趣旨）
第 1条 この細則は、関西大学博物館規程第14条の規定に基づき、同規程の施行について必要な
事項を定めるものとする。
（開館日）
第2条 関西大学博物館（以下「博物館」という。）の開館日は、次のとおりとする。
(1) 4月1日から 7月28日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
(2) 9月21日から12月20日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
(3) 1月8日から 3月20日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
（開館時間）
第3条博物館の開館時間は、午前10時から午後4時までとする。
（休館日）
第4条 博物館の休館日は、第2条に規定する開館日を除く日のほか、次のとおりとする。
(1) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第 178号）に規定する休日
(2) 本大学記念日
(3) その他本大学の定める休業日
2 館長は、必要があると認めた場合には、前項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休館
日を定めることができる。
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（入館手続）
第5条 博物館に入館する者は、所定の手続をしなければならない。
2 館長は、博物館における教育及び研究活動に支障があると認めた場合には、入館を許可し
ないことがある。
（入館料）
第6条博物館の入館料は、原則として無料とする。
（入館者の義務）
第7条 入館者は、施設、資料等を棄損し、又は滅失したときは、直ちに館長に届出てその指示
に従わなければならない。
2 前項に規定する損害に対しては、入館者は損害賠償の義務を負わなければならない。ただ
し、事情によりこれを免除又は軽減することができる。
（資料等の利用）
第8条 博物館内において資料等の利用を希望する者は、利用許可申請書（様式第1号）を館長
に提出し、その許可を受けなければならない。
2 館長は、前項の利用許可申請書の提出があったときは、審査のうえ利用許可書（様式第 2
号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、博物館運営委員会
（以下「委員会」という。）を開催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3 館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4 第2項の規定による許可を受けた者は、資料等を棄損した場合は、損害賠償の義務を負わ
なければならない。
（資料等の貸出）
第9条 資料等の貸出を受けようとする者は、貸出許可申請書（様式第3号）を館長に提出し、
その許可を受けなければならない。
2 館長は、前項に規定する貸出許可申請書の提出があったときは、審査のうえ貸出許可書（様
式第4号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委員会を開
催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3 館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4 第2項の規定による許可を受けた者は、貸出期間中の保管及び貸出に伴うすべての経費を
負担する。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなければならない。
5 貸出期間中に貸出品が棄損し、又は滅失した場合は、貸出を受けた者が損害賠償の義務を
負わなければならない。
（資料等の貸出期間）
第10条 資料等の貸出期間は、次のとおりとする。
(1) 重要文化財指定資料 1カ月以内
(2) 重要美術品指定資料 2カ月以内
(3) その他の資料 2カ月以内
（撮影等の許可）
第1条 資料等の撮影、模写、模造等をしようとする者は、撮影等許可申請書（様式第 5号）を
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館長に提出し、その許可を受けなければならない。
2 館長は、前項の撮影等許可申請書の提出があったときは、審査のうえ撮影等許可書（様式
第6号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委員会を開催
し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3 館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4 第2項の規定による許可を受けた者は、撮影等で、資料等を棄損した場合、損害賠償の義
務を負わなければならない。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなければなら
ない。
（資料等の借入）
第12条 館長は、資料等を借入れたときには、所有者に借用書（様式第 7号）を交付する。
（受贈）
第13条 資料等の受贈については、別に定める。
（寄託）
第14条 資料等を寄託しようとする者は、その品目、点数、期間等を、寄託申込書（様式第8号）
に記入のうえ、館長に提出するものとする。
2 館長は、前項の規定による寄託の申出があった場合は、委員会を開催し、受入れを決定し
たものについては意見を付し理事会に進達しなければならない。
3 館長は、資料等の寄託を受けたときは、寄託者に対して当該資料等の目録を交付するもの
とする。
4 寄託を受けた資料等については、万全の注意をもって保管しなければならない。
附則
この細則は、平成6年4月1日から施行する。
附則
この細則（改正）は、平成 8年4月1日から施行する。
附則
この細則（改正）は、平成10年4月1日から施行する。
附則
この細則（改正）は、平成15年4月1日から施行する。
様式（省略）
関西大学博物館自己点検・評価委員会規程
制定平成8年1月268
（設置）
第 1条 関西大学博物館（以下「博物館」という。）に、関西大学博物館規程第12条の規定に基
づき、関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。
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（目的）
第2条 委員会は、博物館の目的及びその使命を達成するため、博物館における教育研究の支援
活動及び管理運営について自己点検・評価を行う。
（構成）
第3条委員会は、次の者をもって構成する。
(1) 博物館運営委員のうちから博物館長が指名する者 若干名
(2) 博物館事務長
(3) 学芸員若干名
2 委員会は、特に必要がある場合、 2名以内に限り博物館運営委員会（以下「運営委員会」
という。）の議を経て、大学内外の学識経験者に委員を委嘱することができる。
（任期）
第4条委員の任期は 2年とする。ただし、再任を妨げない。
2 委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期
は、前任者の残任期間とする。
（委員長及び副委員長）
第5条委員会に、委員長及び副委員長を置く。
2 委員長は、第 3条第 1項第 1号の委員の中から互選により選出する。
3 副委員長は、第3条第 1項第 1号の委員の中から委員長が指名する。
（運営）
第6条委員会は、委員長が招集し、議長となる。
2 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。
3 委員会は、全委員の過半数の出席をもって成立し、委員会の議事は出席委員の過半数の同
意をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4 委員会は、必要に応じて委員以外の者に出席を求め、その意見を聴くことができる。
（職掌事項）
第7条 委員会は、自己点検・評価に関し、次の事項を審議決定し、実施する。
(1) 自己点検・評価方針の立案
(2) 自己点検・評価の実施及び報告書の作成
(3) その他自己点検・評価及び第三者評価に必要な事項
（結果の報告）
第8条 委員会は、隔年に自己点検・評価結果の報告書を作成し、館長に提出する。
2 前項の報告書は、館長がこれに意見を付し、運営委員会の議を経て公表する。
（事務）
第9条委員会の事務は、博物館事務室が行う。
（補則）
第10条 この規程に定めるもののほか、博物館の自己点検・評価に関し必要な事項は、委員会の
議を経て運営委員会で決定する。
附則
この規程は、平成 8年4月1日から施行する。
附則
この規程（改正）は、平成15年4月1日から施行する。
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